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ー
中
晩
唐
期
の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
聴
覚
的
感
性
の
変
容
|
'

中
国
研
究
集
刊
出
号
（
総
五
十

衝
突
の
音

一
、
音
楽
描
写
と
衝
突
音
・
破
壊
音

中
国
の
文
学
に
お
い
て
は
、
古
来
、
外
界
の
音
声
が
繰
り
返
し

作
品
内
に
詠
み
こ
ま
れ
て
き
た
。
『
詩
経
』
を
ひ
も
と
け
ば
、
既
に

こ
こ

「
燕
燕
干
飛
、
下
上
其
音
（
燕
燕
干
に
飛
び
て
、
其
の
音
を
下
上

す
）
」
（
「
邸
風
・
燕
燕
」
）
、
「
拗
拗
鹿
鳴
、
食
野
之
芋
（
拗
吻
と
し

て
鹿
鳴
き
、
野
の
芋
を
食
ら
ふ
）
」
（
「
小
雅
•
鹿
鳴
」
）
な
ど
の
句

が
見
ら
れ
る
し
和
1
)

、
『
詩
紐
』
以
後
も
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
川
の

せ
せ
ら
ぎ
、
風
の
そ
よ
ぎ
な
ど
、
様
々
な
音
声
が
写
し
取
ら
れ
て

い
る
。
陶
淵
明
の
詩
句
、
「
狗
吠
深
巷
中
、
鶴
鳴
桑
樹
顕
（
狗
は
吠

ゆ
深
巷
の
中
、
鶴
は
嗚
＜
桑
樹
の
崩
）
」
（
「
蹄
園
田
居
其
一
」
）

や
、
孟
浩
然
の
「
春
眠
不
覺
喫
、
慮
慮
聞
喘
鳥
（
春
眠
暁
を
覺
え

ず
、
慮
慮
に
喘
鳥
を
聞
く
）
」
（
「
春
喫
」
）
な
ど
、
そ
の
例
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
で
は
、
音
声
を
詠
出
し
た
そ
れ
ら
の
作
品
を
通
時

的
に
見
た
場
合
、
そ
こ
に
如
何
な
る
変
化
の
相
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
音
声
に
対
す
る
美
意
識
や
感
性
の
あ
り
方

は
、
時
代
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
明
に
は
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能

で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
、
唐
代
特
に
中
唐
期
を
―
つ
の
転
換
期

と
み
な
し
、
聴
覚
の
藝
術
で
あ
る
音
楽
を
主
題
と
し
た
詩
歌
（
以

下
、
音
楽
詩
と
呼
ぶ
）
を
手
が
か
り
に
考
察
を
試
み
た
い
。
唐
代

に
数
多
く
作
ら
れ
た
音
楽
詩
の
な
か
に
は
、
音
楽
を
何
ら
か
の
音

に
よ
っ
て
喩
え
た
表
現
が
頻
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
表
現

は
、
詩
人
た
ち
の
聴
覚
的
感
性
を
探
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
音
楽
を
音
楽
以
外
の
如
何
な
る
音
声
に
比
擬
し
た
か

号
）
平
成
二
十
二
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月
五
八
ー
七
四
頁

谷

口
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要
玉
敲
沐
習
未
停

嫌
雲
不
過
入
青
冥

銀
瓶
乍
破
水
漿
逃

鐵
騎
突
出
刀
槍
鳴

た

ち

ま

ほ

と

ば

し

銀
瓶
乍
ち
破
れ
て
水
漿
逃
り

鐵
騎
突
出
し
て
刀
槍
鳴
る

（
「
琵
琶
引
」
巻
―
二
《
琵
琶
》
）
（
礼
3
)

た

た

た

た

玉
を
要
き
沐
を
敲
き
控
未
だ
停
ま
ら
ず

と
ど

雲
の
過
ま
ら
ず
し
て
青
冥
に
入
る
を
嫌
ふ

噌
噌
切
切
錯
雑
弾

大
珠
小
珠
落
玉
盤

晴
噌
切
切
錯
雑
し
て
弾
じ

大
珠
小
珠
玉
盤
に
落
つ

と
い
う
こ
と
は
、
如
何
な
る
音
声
に
音
楽
に
も
通
じ
う
る
美
を
感

じ
取
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、

音
楽
の
描
写
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
音
声
を
精
査
す
る
こ
と
で
、

音
声
に
対
す
る
詩
人
た
ち
の
美
意
識
の
あ
り
方
と
そ
の
変
化
の
様

相
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

拙
稿
「
唐
詩
の
音
楽
描
写
ー
~
そ
の
類
型
と
白
居
易
「
琵
琶
引
」

—
」
で
既
に
論
及
し
た
よ
う
に
冗

2
)
、
音
楽
の
描
写
の
な
か
に

新
た
な
音
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
中
唐
の
白
居
易
で
あ
る
。
彼
は
、

従
来
の
詩
人
た
ち
が
「
水
（
流
水
）
」
や
「
風
」
の
音
、
「
鳥
」
の

鳴
き
声
と
い
っ
た
自
然
音
を
用
い
て
類
型
的
・
画
一
的
に
音
楽
を

喩
え
て
い
た
の
に
対
し
、
「
玉
（
珠
）
」
「
刀
」
「
泳
」
な
ど
、
硬
さ

を
備
え
た
形
象
を
詩
中
に
取
り
込
み
、
そ
れ
ら
が
発
す
る
衝
突
の

音
と
破
壊
の
音
に
よ
っ
て
、
音
楽
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
「
聴
田
順
兒
歌
」
巻
二
六
《
歌
》
）

中
序
撃
馳
初
入
拍
中
序
撃
騎
初
め
て
拍
に
入
り

秋
竹
竿
裂
春
沐
訴
秋
竹
竿
裂
け
て
春
沐
括
か
る

（
「
覚
裳
羽
衣
歌
和
微
之
」
巻
ニ
―
《
覚
裳
羽
衣
》
）

つ
ら

珠

聯

千

拍

砕

珠

聯

な

り

て

千

拍

砕

け

刀

戟

一

盤

終

刀

載

ち

て

一

整

終

る

（
「
等
」
巻
三
一
《
第
》
）

こ
れ
ら
の
詩
句
に
お
い
て
は
、
「
珠
」
が
玉
の
盤
に
落
下
す
る
音
、

「
刀
槍
」
が
鳴
る
音
、
「
玉
」
「
沐
」
が
叩
か
れ
る
音
、
「
竹
」
「
泳
」

「
珠
」
が
破
砕
さ
れ
る
音
な
ど
、
硬
質
物
の
衝
突
音
・
破
壊
音
に

よ
っ
て
音
楽
が
喩
え
ら
れ
て
い
る
斤
4
)
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
の
描

き
方
は
、
白
居
易
の
詩
友
元
積
の
詩
歌
に
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば

そ
の
「
琵
琶
歌
寄
管
兒
兼
誨
鐵
山
」
（
巻
二
六
《
琵
琶
》
）
（
注
5
)
に

は
、
「
逹
巡
弾
得
六
ノ
ム
徹
、
霜
刀
破
竹
無
残
節
。
幽
闊
聘
軋
胡
雁
悲
、

断
弦
碧
馳
層
沐
裂
（
送
巡
《
六
ノ
ム
》
の
徹
を
弾
じ
得
、
霜
刀
竹

を
破
り
残
節
無
し
。
幽
闊
臆
軋
胡
雁
悲
し
み
、
断
弦
善
馳
層

泳
裂
か
る
）
」
と
あ
り
、
そ
こ
で
も
白
居
易
と
同
様
、
「
竹
」
「
沐
」

の
破
砕
さ
れ
る
音
が
音
楽
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

音
楽
の
描
写
の
な
か
に
硬
質
物
の
発
す
る
音
を
意
識
的
に
多
用

し
た
の
は
、
中
唐
の
白
居
易
及
び
元
積
が
初
め
て
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
（
注
6
)
、
衝
突
音
・
破
壊
音
を
用
い
た
こ
の
よ
う
な
表

現
は
、
元
白
と
同
時
代
を
生
き
た
他
の
中
唐
詩
人
の
音
楽
詩
に
も
、

C 59) 



幾
つ
か
そ
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
丘
7
)
。
先
ず
、
李
賀
の

音
楽
詩
「
李
憑
空
僕
引
」
（
巻
三
九
〇
《
笙
模
》
）
に
「
罠
山
玉
砕

鳳
皇
叫
（
毘
山
玉
砕
け
て
鳳
凰
叫
ぶ
）
」
、
「
聴
穎
師
琴
歌
」
（
巻

三
九
四
《
琴
》
）
に
「
暗
侃
清
臣
敲
水
玉
（
暗
個
の
清
臣
水
玉
を

敲
く
）
」
と
あ
り
（
「
水
玉
」
は
水
晶
の
こ
と
）
、
そ
こ
で
は
音
楽

が
「
玉
」
の
砕
け
る
音
と
叩
か
れ
る
音
に
よ
っ
て
喩
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
白
居
易
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
李
紳
の
「
悲
善
オ
」

（
巻
四
八
〇
《
琵
琶
》
）
に
も
、
「
秋
吹
動
揺
神
女
個
、
月
珠
敲
撃

水
晶
盤
（
秋
吹
動
き
揺
ら
す
神
女
の
個
、
月
珠
敲
き
撃
つ
水

晶
の
盤
）
」
と
い
う
音
楽
の
描
写
が
見
ら
れ
、
神
女
の
倶
玉
が
風
で

揺
れ
る
音
と
、
水
晶
の
盤
が
珠
に
叩
き
打
た
れ
る
音
に
よ
っ
て
音

楽
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

元
白
と
李
賀
、
李
紳
の
音
楽
描
写
に
は
、
個
々
の
作
品
間
に
お

け
る
何
ら
か
の
影
響
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
ど
の
作
品
が
先
に
書
か
れ
、
ど
の
作
品
が
そ
の
影
郷
背
を

受
け
た
の
か
と
い
う
問
題
に
立
ち
入
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
お
け
る
類
似
性
、
同
じ
中
唐
期
に
書

か
れ
た
詩
歌
の
な
か
に
共
通
し
た
音
楽
の
捉
え
方
、
描
き
方
が
見

ら
れ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
た
い
。
従
来
殆
ど
音
楽
描
写
の
な
か

に
用
い
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
硬
質
物
の
衝
突
音
・
破
壊
音
、
こ
れ

は
元
白
を
中
心
と
す
る
中
唐
期
の
詩
歌
に
お
い
て
新
た
に
音
楽
の

比
喩
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
硬
質
物
の
音
声
に
音
楽
と
の
類
似
性
を
認
め
る
感
性
が
、

中
唐
期
の
一
部
の
詩
人
た
ち
の
間
に
新
た
に
定
着
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

衝
突
音
・
破
壊
音
に
よ
っ
て
音
楽
を
捉
え
よ
う
と
す
る
表
現
姿

勢
、
換
言
す
れ
ば
、
衝
突
音
・
破
壊
音
に
音
楽
的
な
美
を
認
め
る

感
性
は
、
中
唐
期
に
お
い
て
独
立
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

続
く
晩
唐
期
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
晩
唐
詩
人
の
音
楽

描
写
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

う
ご

千
重
鉤
鎖
撼
金
鈴
千
重
の
鉤
鎖
金
鈴
を
撼
か
し

萬
顆
真
珠
潟
玉
瓶
萬
顆
の
真
珠
玉
瓶
に
潟
ぐ

（
張
祐
「
楚
州
葬
中
丞
笙
僕
」
巻
五
―
―
《
空
模
》
）

断
時
軽
裂
玉
断
ゆ
る
時
軽
く
玉
を
裂
き

牧
慮
遠
繰
煙
牧
む
る
虚
遠
く
煙
を
繰
る

（
杜
牧
「
贈
沈
學
士
張
歌
人
」
巻
五
ニ
―
《
歌
》
）

一
字
新
整
一
顆
珠
一
字
の
新
替
一
顆
の
珠

轄
喉
疑
是
撃
珊
瑚
喉
を
轄
ず
れ
ば
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
珊

瑚
を
撃
つ
か
と

（
膵
能
「
贈
歌
者
」
巻
五
五
九
《
歌
》
）

繁
弦
似
玉
紛
紛
砕
繁
弦
玉
の
紛
紛
と
し
て
砕
か
る
る
に
似

佳
妓
如
鴻
―
―
驚
佳
妓
鴻
の
一
―
と
し
て
驚
く
が
如
し

（
陸
亀
蒙
「
襲
美
留
振
文
宴
亀
蒙
抱
病
不
赴
猥
示
偶
和
因
次

(60) 



音
楽
描
写
の
例
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に

二
、
竹
の
音
•
鳥
の
音

硬
質
物
の
発
す
る
音

韻
酬
謝
」
巻
六
二
六
）

右
に
挙
げ
た
例
で
は
「
真
珠
」
や
「
玉
」
、
「
珊
瑚
」
な
ど
の
音

が
、
音
楽
の
比
喩
と
し
て
詩
篇
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
（
注
8)°

晩

唐
期
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
硬
質
物
の
放
つ
音
は
音
楽
的
な

響
き
を
持
つ
も
の
と
し
て
感
じ
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
音
楽
描
写
か
ら

は
、
衝
突
の
音
と
破
壊
の
音
に
美
を
見
出
す
感
性
が
、
当
時
広
く

共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
稿
で
は
以
下
、
硬
質
物
の
放
つ
音
声
の
う
ち
、
特
に
そ
の
衝
突

の
音
（
他
の
物
質
と
接
触
し
た
際
、
も
し
く
は
衝
撃
を
加
え
ら
れ

た
際
に
発
す
る
音
）
に
着
目
し
、
そ
れ
が
中
晩
唐
期
の
詩
歌
一
般

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
か
た
ち
で
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。
衝
突
の
音
は
中
唐
以
降
、
音
楽
の
比

喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
詩

中
に
表
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
は
、
前
代
ま
で
に
見
ら
れ
な

い
新
た
な
感
性
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
中

唐
期
を
中
心
に
詩
人
た
ち
の
聴
覚
的
感
性
の
変
容
と
そ
の
意
味
に

つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

声
の
な
か
で
最
も
代
表
的
な
も
の
は
玉
の
音
で
あ
ろ
う
。
衝
突
音

に
対
す
る
感
性
が
如
何
に
育
ま
れ
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
た
め
に
、

先
ず
こ
の
音
が
中
国
の
文
学
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
て
い
た
か
を
、
唐
以
前
に
遡
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

音
楽
の
比
喩
と
し
て
玉
の
音
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
中
唐

期
の
詩
歌
を
以
て
嘴
矢
と
す
る
が
、
玉
が
奏
で
る
僻
き
そ
の
も
の

は
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
既
に
『
詩
経
』
の

な
か
に
侃
玉
の
打
ち
触
れ
る
音
を
擬
音
語
で
表
し
た
句
、
「
将
闘
将

翔
、
侃
玉
将
将
（
将
た
闘
し
将
た
翔
す
、
侃
玉
将
将
た
り
）
」
（
「
鄭

風
•
有
女
同
車
」
）
、
「
侃
玉
将
将
、
壽
考
不
忘
（
個
玉
将
将
た
り
、

ゃ

壽
考
忘
ま
ざ
ら
ん
）
」
（
「
秦
風
・
終
南
」
）
が
見
え
る
。
ま
た
『
楚

辟
』
に
も
、
「
撫
長
剣
分
玉
耳
、
塔
錯
鳴
分
琳
眼
（
長
剣
の
玉
耳
を

撫
す
れ
ば
、
塔
鉗
と
し
て
琳
球
鳴
る
）
」
（
「
九
歌
・
東
皇
太
一
」
）

と
あ
り
、
玉
の
鳴
る
音
が
擬
音
語
を
伴
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
（
「
琳

球
」
は
美
玉
の
名
）
。

玉
の
触
れ
合
う
音
は
先
秦
期
や
漠
代
に
お
い
て
既
に
多
く
の
関

心
を
集
め
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
が
（
注
9
)
、
晋
以
後
の
六
朝
期
に

至
る
と
、
こ
の
音
に
対
す
る
美
意
識
は
よ
り
一
層
進
ん
だ
か
た
ち

で
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
晋
•
孫
綽
「
答
許
詢
」
（
晋

詩
巻
一
三
）

nlo)に
「
胎
我
新
詩
、
韻
霊
旨
清
゜
菜
如
揮
錦
、
球

お
く

若
叩
瑣
（
我
に
新
詩
を
胎
り
、
韻
は
霊
に
し
て
旨
は
清
し
。
祭
た

る
こ
と
錦
を
揮
ふ
が
如
く
、
瑕
た
る
こ
と
瑣
を
叩
く
が
若
し
）
」
、
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露
荷
珠
自
傾
露
荷
珠
自
ず
か
ら
傾
き

た
た

風

竹

玉

相

要

風

竹

玉

相

要

＜

晋
・
摯
虞
「
答
伏
武
仲
」
（
晋
詩
巻
八
）
に
「
金
整
玉
振
、
文
艶

旨
深
（
金
磐
玉
振
ひ
、
文
艶
に
し
て
旨
深
し
）
」
と
い
う
詩
句
が

見
え
、
ま
た
梁
•
劉
憫
の
『
文
心
離
龍
』
「
啓
律
」
に
「
替
轄
於
吻
、

玲
玲
如
振
玉
。
僻
靡
於
耳
、
累
累
如
貫
珠
突
（
替
吻
に
轄
じ
、
玲

玲
と
し
て
玉
を
振
ふ
が
如
し
。
辟
耳
に
靡
に
し
て
、
累
累
と
し
て

珠
を
貫
く
が
如
し
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
和
11)
、
妙
な
る

美
玉
の
音
は
し
ば
し
ば
優
れ
た
詩
文
の
音
律
（
音
声
的
諧
和
）
の

比
喩
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

玉
の
音
声
に
美
を
認
め
る
感
性
が
、
詩
文
の
音
声
美
へ
の
関
心
と

相
侯
っ
て
、
更
な
る
成
熟
を
遂
げ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
六
朝
期
に
続
く
唐
代
の
場
合
は
ど
う
か
。
玉
の
音
に
対

す
る
美
意
識
は
唐
以
前
か
ら
既
に
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
唐
代
特
に
中
唐
以
降
の
詩
歌
に
お
い
て
は
、
玉
以
外
の
硬
質

物
の
音
も
詩
歌
の
な
か
に
盛
ん
に
詠
み
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
硬
質
物
の
衝
突
音
に
美
を
見
出
す
感
性
が
玉
以
外
の
も

の
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
本
節
で

主
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
竹
の
音
で
あ
る
。
竹
が
奏
で
る
衝
突

の
音
は
、
中
唐
期
の
詩
人
た
ち
の
間
で
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
だ

す。

（
白
居
易
「
秋
池
二
首

竹
風
相
要
き
て
語
り

幽
閏
暗
中
に
聞
こ
ゆ

鬼
神
衰
聴
を
渦
た
し

悦
惚
と
し
て
自
ら
分
か
ち
難
し

（
孟
郊
「
秋
懐
其
五
」
巻
三
七
五
）

相
看
れ
ば
天
風
を
受
け

深
夜
要
き
撃
つ
啓
あ
り

（
飽
溶
「
雲
埃
竹
園
翁
」
巻
四
八
六
）

「
風
竹
玉
相
要
く
」
、
「
竹
風
相
要
き
て
語
る
」
、
「
深
夜
要

き
撃
つ
整
あ
り
」
、
こ
れ
ら
は
全
て
風
に
揺
れ
て
竹
同
士
が
触
れ
合

い
、
ぶ
つ
か
る
音
を
述
べ
た
も
の
。
白
居
易
や
孟
郊
、
飽
溶
は
、

竹
と
い
う
硬
質
物
同
士
の
衝
突
の
音
を
詩
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る

の
で
あ
る
（
注
12)0

初
め
に
挙
げ
た
白
居
易
の
句
で
は
、
竹
が
互
い
に
衝
突
す
る
音

が
「
玉
」
を
叩
く
音
に
よ
っ
て
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
白
居
易
は
竹

で
は
な
く
桐
の
枝
が
風
を
受
け
て
ぶ
つ
か
り
あ
う
音
に
つ
い
て
も
、

「
為
君
肢
清
韻
、
風
束
如
叩
瑣
。
治
治
啓
満
耳
、
鄭
衛
不
足
聴
（
君

が
為
に
清
韻
を
検
し
、
風
束
れ
ば
瑣
を
叩
く
が
如
し
。
冷
冷
と
し

て
啓
耳
に
渦
ち
、
鄭
衛
聴
く
に
足
ら
ず
）
」
（
「
和
答
詩
十
首

答
桐
花
」
巻
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
桐
の
枝
の
打
ち
合
う
音
は
、

右
に
挙
げ
た
詩
句
同
様
、
美
玉
（
「
瑣
」
）
を
叩
く
音
に
よ
っ
て
捉

相
看
受
天
風

深
夜
要
撃
替

竹
風
相
要
語

幽
閏
暗
中
聞

鬼
神
滴
衰
聴

洸
惚
難
自
分

其
二
」
巻
二
二
）
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え
ら
れ
、
「
鄭
衛
」
の
音
楽
以
上
に
優
れ
た
音
楽
性
を
備
え
る
も
の

と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
孟
郊
の
詩
句
で
は
、
竹
の
放
つ
衝
突
音
は
「
鬼
神
」
の
「
衰

聴
（
衰
え
た
聴
覚
）
」
を
満
足
さ
せ
、
「
悦
惚
」
の
状
態
に
導
く
も

の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
詩
人
の
聴
覚
に
お
い
て
、
こ
の
音

は
極
め
て
凄
烈
な
刺
激
を
伴
っ
て
感
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
孟
郊
の
詩
句
に
見
え
る
「
竹
風
」
の
語
、
及
び
白
居
易

の
詩
句
に
あ
る
「
風
竹
」
の
語
は
、
中
唐
期
以
前
に
既
に
詩
語
と

し
て
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
北
周
・
庚
信
「
園

庭
」
（
北
周
詩
巻
三
）
に
「
水
蒲
開
晩
結
、
風
竹
解
寒
包
（
水
蒲

晩
に
結
ぶ
を
開
き
、
風
竹
寒
芭
を
解
く
）
」
、
杜
甫
「
奉
漢
中
王

手
札
」
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
五
）
に
「
天
雲
浮
絶
壁
‘
風
竹
在
華

軒
（
天
雲
絶
壁
に
浮
か
び
、
風
竹
華
軒
に
在
り
）
」
、
盛
唐
・
儲

光
義
「
題
緋
覺
精
舎
」
（
巻
一
三
七
）
に
「
竹
風
乱
天
語
、
深
響
成

龍
吟
（
竹
風
天
語
胤
れ
、
深
響
龍
吟
を
成
す
）
」
と
あ
る
。
だ
が
、

「
竹
風
」
「
風
竹
」
を
用
い
た
そ
れ
ら
中
唐
以
前
の
詩
歌
に
は
、
風

に
揺
れ
る
竹
の
音
（
或
い
は
竹
を
揺
ら
す
風
の
音
）
を
「
叩
く
音
」

と
し
て
捉
え
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
竹
の
発
す
る
音
が
衝
突
音
と

し
て
着
目
さ
れ
、
詠
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
中
唐
期
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
白
居
易
や

孟
郊
を
初
め
と
す
る
中
唐
詩
人
の
聴
覚
的
感
性
に
よ
っ
て
新
た
に

発
見
さ
れ
た
音
声
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

飲
散
那
堪
月
在
花

賦
分
多
情
御
自
嵯

癖
衰
未
必
為
年
華

睡
糎
可
忍
風
敲
竹

こ
の
竹
の
打
ち
合
う
音
は
、
中
唐
の
み
な
ら
ず
、

に
お
い
て
も
詠
い
継
が
れ
て
い
く
。

冬
暖
井
梧
多
未
落

夜
寒
窟
竹
自
相
敲

煙
院
松
瓢
薙

風
廊
竹
交
要

続
く
晩
唐
期

煙
院
松
は
謡
癖
た
り

風
廊
竹
は
交
要
た
り

（
杜
牧
「
池
州
送
孟
遅
先
輩
」
巻
五
二

O
)

冬
暖
か
く
し
て
井
梧
多
く
は
未
だ
落

ち
ず

夜
寒
く
し
て
窟
竹
自
ず
か
ら
相
敲
＜

（
膵
能
「
許
州
題
観
察
判
官
應
」
巻
五
五
九
）

賦
分
多
情
に
し
て
卸
っ
て
自
ら
嵯
＜

癖
衰
未
だ
必
ず
し
も
年
華
の
為
な
ら
ず

睡
り
軽
く
し
て
風
の
竹
を
敲
く
を
忍

ぶ
べ
け
ん
や

な

飲
散
じ
て
那
ん
ぞ
月
の
花
に
在
る
を

堪
へ
ん
や

（
鄭
谷
「
多
情
」
巻
六
七
六
）

杜
牧
の
「
風
廊
竹
は
交
要
た
り
」
、
膵
能
の
「
夜
寒
く
し
て
窟

竹
自
ず
か
ら
相
敲
く
」
、
鄭
谷
の
「
睡
り
軽
く
し
て
風
の
竹
を
敲

く
を
忍
ぶ
べ
け
ん
や
」
。
こ
れ
ら
も
全
て
、
竹
が
発
す
る
衝
突
の
音

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
杜
牧
の
詩
の
「
交
要
」
は
双
声
の
擬
音

語
。
衝
突
音
や
破
壊
音
を
表
す
）
（
注
13)
。
特
に
鄭
谷
の
詩
「
多
情
」
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で
は
、
詩
人
は
自
ら
の
「
多
情
さ
」
故
に
竹
の
音
に
襖
悩
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
多
情
」

の
―
つ
の
表
れ
と
し
て
、
竹
の
音
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
音
が
詩
人
に
と
っ
て
、
「
月
」
や
「
花
」
と
同
等
に
興
趣
あ
ふ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
鄭
谷
に
は

他
に
も
竹
の
打
ち
合
う
音
を
詠
み
込
ん
だ
、
「
露
荷
香
自
在
、
風
竹

冷
相
敲
（
露
荷
香
り
て
自
ず
か
ら
在
り
、
風
竹
冷
や
や
か
に
し

て
相
敲
く
）
」
（
「
池
上
」
巻
六
七
四
）
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
こ

れ
は
先
に
挙
げ
た
白
居
易
の
詩
句
、
「
露
荷
珠
自
傾
、
風
竹
玉
相
要
」

を
意
識
的
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
竹
の
衝
突
音
に
対
す
る
感

性
は
白
居
易
の
詩
歌
を
中
心
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る。
さ
て
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
竹
の
衝
突
音
は
、
中
唐
期
以

後
に
な
っ
て
盛
ん
に
詠
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
、
こ
の

音
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
詩
人
た
ち
の
聴
覚
的
感
性
の
あ
り
方

を
考
え
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
竹
に
限
ら
ず
、
樹
木
が
風
に
揺
れ
て
発
す
る
音
そ
れ

自
体
は
、
唐
以
前
か
ら
文
学
作
品
の
な
か
で
多
く
の
関
心
を
集
め

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
宋
玉
「
高
唐
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
に

「
繊
條
悲
鳴
、
啓
似
竿
籟
（
繊
條
悲
鳴
し
て
、
整
は
竿
籟
に
似
た

り
）
」
、
晋
•
陸
機
「
猛
虎
行
」
（
晋
詩
巻
五
）
に
「
崇
雲
臨
岸
駿
、

お
こ

鳴
條
随
風
吟
（
崇
雲
に
臨
み
て
駿
り
、
鳴
條
風
に
随
ひ
て
吟

ず
）
」
と
あ
る
よ
う
に
。
し
か
し
、
中
晩
唐
期
の
詩
人
た
ち
は
、
風

と
木
が
織
り
成
す
音
を
、
宋
玉
や
陸
機
の
よ
う
に
た
だ
「
鳴
く
音
」

と
し
て
捉
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
こ
に
、
よ
り
鋭

く
、
ま
た
刺
激
的
な
「
叩
く
音
」
を
新
た
に
感
じ
取
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
従
来
の
文
人
・
詩
人
た
ち
に
比
し
て
、

い
っ
そ
う
激
し
く
、
体
感
し
や
す
い
音
を
外
界
の
な
か
に
追
求
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
知
覚
的
欲
求
を
積
極
的
に
満
た
そ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

音
声
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
感
性
の
あ
り
方
は
、
晩
唐
期
の
次

の
詩
句
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
詠
出
さ
れ
る
対
象

は
、
竹
の
音
で
は
な
く
、
鳥
の
鳴
き
声
で
あ
る
。

好
鳥
磐
を
敲
く
か
と
疑
ひ

風
蝉
等
を
軋
す
る
を
認
む

（
杜
牧
「
題
張
慮
士
山
荘
一
絶
」
巻
五
二
三
）

錦

羽

相

呼

暮

沙

曲

錦

羽

相

呼

び

て

沙

曲

暮

れ

波
上
雙
整
要
哀
玉
波
上
の
雙
誓
哀
玉
を
要
＜

（
李
群
玉
「
醸
鵜
」
巻
五
七

O
)

杜
牧
と
李
群
玉
は
、
鳥
の
鳴
き
声
を
そ
れ
ぞ
れ
「
磐
」
と
「
哀

玉
」
を
叩
く
音
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
（
李
群
玉
の
詩
題
「
醸
鵜
」

は
水
鳥
の
名
）
。
衝
突
音
と
は
元
来
関
係
の
な
い
は
ず
の
鳥
の
鳴
き

声
が
、
詩
人
た
ち
の
感
性
の
な
か
で
硬
質
物
を
叩
く
音
に
変
換
さ

好
鳥
疑
敲
磐

風
蝉
認
軋
拳
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初
め
の
李
賀
の
詩
で
は

鰹
鎧
泳
有
韻

的
礫
玉
無
瑕

鼻
息
吼
春
雷

蹄
控
裂
寒
瓦

向
前
敲
痩
骨

猶
自
帯
銅
聟

れ
て
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
界
の
な
か
に
強
い
知
覚

的
刺
激
を
求
め
よ
う
と
す
る
意
識
を
こ
こ
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。前

節
で
は
竹
の
音
を
詠
ん
だ
詩
句
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
中

唐
詩
人
た
ち
が
取
り
上
げ
た
衝
突
の
音
は
、
竹
の
音
の
み
に
止
ま

ら
な
い
。
彼
ら
は
、
実
に
多
様
な
衝
突
の
音
を
、
詩
材
と
し
て
作

品
内
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
先
ず
以
下
に
見
て
み
た
い
の
は
、
馬

の
骨
と
蹄
の
音
、
そ
し
て
氷
の
音
を
詠
出
し
た
例
で
あ
る
。

前
に
向
ひ
て
痩
骨
を
敲
け
ば

猶
ほ
自
ず
か
ら
銅
整
を
帯
ぶ

（
李
賀
「
馬
詩
二
十
三
首
其
四
」
巻
三
九

ヰ

鼻
息
春
雷
吼
え

蹄
啓
寒
瓦
裂
か
る（

元
槙
「
八
駿
圏
詩
」
巻
三
）

鰹
鐙
と
し
て
沐
に
韻
有
り

的
礫
と
し
て
玉
に
瑕
無
し

（
劉
叉
「
泳
柱
」
巻
三
九
五
）

の
骨
を
叩
け
ば
「
銅
の
啓
」
が
鳴

、
衝
突
音
の
詩
材
化
と
音
の
創
出

り
響
く
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
敲
く
」
音
が
金
属
の
の
比
喩
に
よ

っ
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
馬
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
李

賀
に
は
太
陽
を
運
行
さ
せ
る
御
者
・
毅
和
が
鞭
打
つ
音
を
、
「
毅
和

敲
日
破
黎
整
（
毅
和
日
を
敲
く
破
黎
の
啓
）
」
（
「
秦
王
飲
酒
」
巻

三
九

O
)
と
詠
っ
た
有
名
な
詩
句
も
あ
る
。
「
骨
」
の
音
、
「
銅
」

の
響
き
、
「
破
黎
」
の
声
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
硬
さ
を
備
え
た
も
の

が
発
す
る
音
声
で
あ
り
、
李
賀
の
聴
覚
的
感
性
の
な
か
で
、
硬
質

物
を
叩
く
音
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
の
元
積
の
詩
は
、
伝
説
上
の
駿
馬
「
八
駿
」
の
絵
に
つ
い
て

詠
っ
た
も
の
。
そ
こ
で
、
元
積
は
馬
の
鼻
息
を
「
春
雷
」
に
喩
え

た
後
、
蹄
の
音
を
「
寒
瓦
」
の
裂
か
れ
る
音
に
比
し
て
い
る
。
詩

人
は
絵
画
の
な
か
に
馬
が
地
を
叩
く
音
を
感
じ
取
り
、
更
に
そ
こ

か
ら
瓦
の
破
砕
さ
れ
る
音
を
連
想
し
て
い
る
の
だ
。
な
お
、
元
積

に
は
他
に
も
瓦
の
音
に
つ
い
て
言
及
し
た
、
「
花
博
水
面
闊
、
鴛
瓦

た
た
か

玉
替
敲
（
花
博
水
面
に
関
ひ
、
競
瓦
玉
替
敲
か
る
）
」
と
い
う

詩
句
が
あ
り
（
「
江
邊
四
十
韻
官
為
修
宅
、
率
然
有
作
、
因
招
李

六
侍
御
」
巻
一
三
）
、
そ
ち
ら
で
は
瓦
の
音
の
方
が
、
玉
を
叩
く
音

に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
馬
蹄
の
音
と
瓦
が
裂
か
れ
る
音
、
そ

し
て
瓦
が
叩
か
れ
る
音
と
玉
を
叩
く
音
、
元
積
は
こ
れ
ら
硬
質
物

の
発
す
る
音
声
を
、
比
喩
の
な
か
で
相
互
に
等
し
い
も
の
と
し
て

詩
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
積
も
李
賀
と
同
様
、
硬
質
物
の

放
つ
牌
き
か
ら
自
由
に
詩
的
連
想
を
展
開
さ
せ
て
い
た
と
言
え
よ
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ま
た
、
つ
ら
ら
（
「
泳
柱
」
）
を
詠
っ
た
劉
叉
の
詩
で
は
、
氷
が

「
鰹
鎧
」
た
る
「
韻
」
を
響
か
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
音
楽
描
写
の
な
か
に
氷
を
叩
く
音
を
用
い
た
白
居
易
の
感
性

と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
（
注
14)
。
氷
の
音
を
詠
っ
た
例
と

し
て
は
、
他
に
も
、
中
唐
•
飽
溶
の
詩
句
、
「
已
琲
瑶
池
色
、
如
和

玉
城
鳴
（
巳
に
瑞
池
の
色
を
耕
じ
、
玉
城
の
鳴
る
に
和
す
る
が
如

し
）
」
（
「
薦
沐
」
巻
四
八
七
）
や
、
晩
唐
・
薙
陶
の
「
今
束
合
掌

聴
師
語
、
一
似
敲
沐
清
耳
根
（
今
来
合
掌
し
て
師
の
語
を
聴
け
ば
、

一
に
沐
を
敲
き
て
耳
根
を
清
む
に
似
た
り
）
」
（
「
安
國
寺
贈
廣
宣

上
人
」
巻
五
一
八
）
、
な
ど
が
あ
る
（
卵
陶
の
詩
句
は
、
仏
僧
の
説

法
を
氷
を
叩
く
音
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
）
。
氷
の
音
は
、
中
唐
以
降
、

次
第
に
詩
人
た
ち
の
関
心
を
集
め
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

続
い
て
、
石
の
音
を
詠
じ
た
中
唐
期
の
詩
句
を
見
て
み
よ
う
（
こ

こ
で
言
う
石
と
は
、
磐
の
よ
う
に
打
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も

の
以
外
の
石
を
指
す
）
。

試
叩
鋼
然
應
清
律
試
み
に
叩
け
ば
鎖
然
と
し
て
清
律
に
應
じ

繊
塵
不
留
蠅
敢
彿
繊
塵
留
ま
ら
ず
蠅
敢
へ
て
彿
は
ん
や

（
絞
然
「
花
石
長
枕
歌
、
答
章
居
士
贈
」
巻
八
ニ
―
)

帯
雨
新
水
静
雨
を
幣
び
て
新
水
静
か
な
り

軽
敲
砕
玉
鳴
糎
＜
敲
け
ば
砕
玉
鳴
る

゜
{？ 

（
牛
僧
播
「
李
蘇
州
遺
太
湖
石
、
奇
状
絶
倫
、
因
題
二
十
韻
、

奉
呈
夢
得
栗
天
」
巻
四
六
六
）

初
め
の
餃
然
の
詩
は
、
知
人
か
ら
贈
ら
れ
た
石
の
枕
を
詠
っ
た

も
の
。
餃
然
は
、
石
を
叩
い
た
音
が
「
清
律
（
清
ら
か
な
音
律
）
」

に
か
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
石
の
発
す
る
音
声

に
、
彼
は
一
種
の
音
楽
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
牛
僧
播
の
詩
は
、
友
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
太
湖
石
」

を
詠
っ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
叩
か
れ
た
石
の
音
声
に
つ
い
て
、

「
軽
く
敲
け
ば
砕
玉
鳴
る
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
砕
玉
」
と
は
、

風
鈴
・
風
鐸
の
類
い
を
指
す
（
注
15)
。
硬
質
物
で
あ
る
石
の
響
き
が
、

金
属
が
打
ち
合
っ
て
発
せ
ら
れ
る
風
鈴
の
音
に
喩
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
、
牛
僧
濡
の
こ
の
詩
は

劉
萬
錫
（
「
夢
得
」
）
と
白
居
易
（
「
楽
天
」
）
に
贈
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
詩
を
受
け
取
っ
た
二
人
は
こ
れ
に
和
し
た
詩
を
制
作
し
て

い
る
。

あ
ら
わ

廉
稜
鋒
刃
を
露
し

た
た

清
越
瑣
塊
を
担
＜ あ

ら
わ

彿
拭
魚
鱗
見
彿
拭
す
れ
ば
魚
鱗
見
れ

さ

鰹
鋭
玉
韻
聡
鰹
辮
と
し
て
玉
韻
聡
こ
ゆ

（
劉
萬
錫
「
和
牛
相
公
題
姑
蘇
所
寄
太
湖
石
、
兼
寄
李
蘇
州
」

巻
三
六
三
）

廉
稜
露
鋒
刃

清
越
担
瑣
塊
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清
越
敲
寒
玉

参
差
畳
碧
雲

清
越
寒
玉
を
敲
き

参
差
碧
雲
を
性
す

（
白
居
易
「
奉
和
思
鰭
相
公
以
李
蘇
州
所
寄
太
湖
石
奇
状
絶

倫
因
題
二
十
韻
見
示
、
兼
呈
夢
得
」
巻
三
四
）

劉
萬
錫
の
「
鰹
辮
と
し
て
玉
韻
聡
こ
ゆ
」
、
白
居
易
の
「
清
越

瑣
塊
を
担
く
」
。
こ
れ
ら
の
詩
句
か
ら
は
、
石
の
音
声
を
美
的
な
も

の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
感
性
が
、
劉
萬
錫
•
白
居
易
に
も
共

有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
奇
石
怪
石
の
愛
好
は
中
唐

の
牛
僧
播
や
李
徳
裕
、
白
居
易
ら
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
が
、

彼
ら
は
そ
の
視
覚
的
形
状
の
み
を
尊
ん
だ
の
で
は
な
く
、
叩
か
れ

た
と
き
に
発
せ
ら
れ
る
そ
の
音
声
に
も
興
趣
を
か
き
た
て
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

石
の
音
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
晩
唐
・
皮
日
休
の
「
太
湖
詩

太
湖
石
」
（
巻
六
一

O
)
に
「
降
肛
質
箇
筍
、
格
礫
瑕
汗
株
（
降
肛

た
る
こ
と
賀
齋
の
筍
の
ご
と
く
、
格
礫
た
る
こ
と
瑕
汗
の
株
の
ご

と
し
）
」
（
「
格
傑
」
は
擬
音
語
）
、
同
じ
く
晩
唐
の
猪
載
「
移
石
」

（
巻
六
九
四
）
に
「
磨
看
梓
色
何
殊
玉
、
敲
有
奇
替
直
異
金
（
磨

こ
と

き
て
粋
色
を
看
れ
ば
何
ぞ
玉
に
殊
な
ら
ん
、
敲
け
ば
奇
啓
有
る
も
直

だ
金
に
異
な
る
）
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
晩
唐
期
に
お
い
て
も
、

そ
の
叩
か
れ
た
音
は
詩
材
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
硯
の
音
を
詠
じ
た
詩
句
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

（
劉
萬
錫
「
謝
柳
子
厚
寄
畳
石
硯
」
巻
三
五
八
）

劉
萬
錫
は
こ
こ
で
、
「
寒
玉
」
を
叩
く
音
に
よ
っ
て
、
硯
の
音
を

描
出
し
て
い
る
。
硯
の
よ
う
に
日
常
に
使
う
器
物
の
音
に
つ
い
て

は
、
杜
甫
に
磁
器
の
音
を
表
し
た
詩
句
、
「
大
邑
燒
完
軽
且
堅
、
相

如
哀
玉
錦
城
偲
（
大
邑
売
を
燒
き
軽
く
し
て
且
つ
堅
し
、
担
け

ば
哀
玉
の
錦
城
に
偲
は
る
が
如
し
）
」
（
「
又
於
尊
虚
乞
大
邑
完
碗
」

『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
が
先
例
と
し
て
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
完
碗
」

を
打
ち
鳴
ら
す
音
が
「
哀
玉
」
の
響
き
に
比
さ
れ
て
い
る
（
「
哀
玉
」

は
、
悲
し
げ
な
音
を
立
て
る
玉
）
。
杜
甫
と
劉
萬
錫
は
、
優
れ
た
エ

藝
品
の
音
に
玉
の
響
き
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
晩

唐
期
の
詩
歌
に
は
、
劉
萬
錫
と
同
様
に
硯
の
音
を
詠
み
込
ん
だ
も

の
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
「
貞
姿
還
落
落
、
寒
韻
或
渡
凄
（
貞
姿

ま還
た
落
落
た
り
、
寒
韻
或
い
は
凄
凄
た
り
）
」
（
李
咸
用
「
謝
友

生
遺
端
深
硯
瓦
」
巻
六
四
五
）
、
「
蘭
亭
如
見
用
、
敲
要
有
金
替
（
蘭

た

た

か

亭
如
し
用
い
ら
る
れ
ば
、
敲
要
れ
て
金
整
有
ら
ん
）
」
（
徐
貧
「
尚

書
命
題
瓦
硯
」
巻
七
―
-
)
、
な
ど
と
い
っ
た
詩
句
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
で
は
こ
れ
ま
で
、
衝
突
音
を
詠
じ
た
中
晩
唐
期
の

詩
句
を
挙
げ
、
そ
れ
が
詩
材
と
し
て
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
た

こ
と
を
見
て
き
た
（
往
16)°

こ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
音
声
が
ど
の
よ
う

な
か
た
ち
で
生
み
出
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て

み
よ
う
。
牛
僧
播
が
「
軽
く
敲
け
ば
砕
玉
嗚
る
」
、
劉
萬
錫
が
「
清

越
寒
玉
を
敲
く
」
と
詠
じ
て
い
た
よ
う
に
、
衝
突
の
音
は
、
多
く
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の
場
合
、
詩
人
自
ら
が
石
や
器
物
を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
た
。
音
声
は
、
自
然
発
生
的
に
立
ち
現
れ
た
の
で
は
な

く
、
叩
く
と
い
う
行
為
の
結
果
、
感
得
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。こ

の
こ
と
は
、
中
晩
唐
期
に
お
け
る
、
音
声
へ
の
意
識
を
探
る

上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
餃

然
の
文
を
も
と
に
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
加
え
て
み

よ
う
。
餃
然
は
、
先
に
石
枕
の
音
を
「
試
み
に
叩
け
ば
錆
然
と
し

て
清
律
に
應
ず
」
と
も
詠
じ
て
い
た
、
中
唐
期
の
詩
僧
。
以
下
に

見
る
の
は
、
彼
が
自
ら
の
詩
歌
「
要
銅
椀
為
龍
吟
歌
」
（
巻
八
ニ
―
)

に
付
し
た
序
文
で
あ
る
。

唐
故
太
尉
房
公
培
、
早
歳
嘗
隠
終
南
山
峻
壁
之
下
、
往
往

聞
龍
吟
‘
啓
清
而
静
、
絲
人
邪
想
。
時
有
好
事
僧
潜
要
之
、

以
三
金
窟
之
、
唯
銅
替
酷
似
。
他
日
房
公
偶
至
山
寺
、
聞
林

嶺
間
有
此
整
、
乃
日
「
龍
吟
復
遷
於
絃
突
」
。
僧
因
出
其
器

以
告
。
公
命
要
之
、
驚
日
、
「
僕
龍
吟
也
」
。
大
暦
十
三
祀
、

秦
僧
偲
至
桐
江
、
予
使
童
兒
要
金
倣
之
、
亦
不
滅
秦
聟
也
。

細
人
或
有
晟
者
、
日
「
此
達
僧
之
事
、
可
以
嬉
娯
。
爾
曹
無

以
瑣
行
自
拘
」
。
因
賦
龍
吟
歌
、
以
見
其
意
。

唐
の
太
尉
で
あ
っ
た
房
公
（
房
瑣
）
は
、
若
年
の
こ

ろ
、
終
南
山
の
岩
壁
の
も
と
で
隠
棲
し
、
そ
こ
で
し
ば
し

ば
龍
吟
（
龍
の
鳴
き
声
）
を
耳
に
し
た
。
清
ら
か
で
静
か

な
そ
の
音
は
、
稿
れ
た
胸
の
う
ち
を
洗
い
清
め
て
く
れ
た
。

時
に
好
事
の
僧
が
、
密
か
に
三
つ
の
金
属
（
金
•
銀
・
銅
）

を
す
り
鳴
ら
し
て
、
龍
吟
を
写
し
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

た
だ
銅
の
音
の
み
が
酷
似
し
て
い
た
。
後
日
、
房
公
は
た

ま
た
ま
あ
る
山
寺
に
立
ち
寄
り
、
林
の
方
か
ら
そ
の
音
を

聞
き
、
「
龍
吟
は
こ
こ
に
移
っ
た
の
か
」
と
言
っ
た
。
僧

は
そ
こ
で
銅
の
器
を
出
し
、
こ
と
の
次
第
を
述
べ
た
。
房

公
は
彼
に
命
じ
て
す
り
鳴
ら
さ
せ
、
音
を
聞
い
て
驚
嘆
し
、

「
真
の
龍
吟
だ
」
と
言
っ
た
。
大
暦
十
三
年
、
秦
の
僧
が

そ
の
技
を
伝
え
に
桐
江
（
睦
州
桐
慮
県
を
流
れ
る
川
）
の

あ
た
り
ま
で
来
た
の
で
、
わ
た
し
は
童
児
に
金
の
器
で
そ

れ
を
習
わ
せ
、
秦
の
音
に
劣
ら
ぬ
ま
で
に
な
っ
た
。
僧
侶

た
ち
の
な
か
に
は
非
難
す
る
者
も
い
た
が
‘
そ
れ
に
対
し

私
は
、
「
こ
れ
は
高
僧
が
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
ま
あ
遊

び
で
や
っ
て
い
る
の
だ
。
君
た
ち
は
、
細
か
い
こ
と
に
拘

泥
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
龍
吟
の
歌

を
作
り
、
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
。

序
文
の
前
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
房
培
（
玄
宗
朝
の
功

臣
）
と
龍
吟
、
及
び
龍
吟
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
僧
侶
に
関
す
る

逸
話
。
僧
侶
は
、
龍
吟
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
銅
器
を
「
要
」
し
、
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そ
れ
を
聞
い
た
房
珀
は
、
本
物
の
龍
吟
そ
っ
く
り
で
あ
る
と
感
嘆

す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
要
」
字
は
、
恐
ら
く
、
叩
く
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
す
り
鳴
ら
す
、
軋
ら
せ
る
と
い
っ
た
意
味
。
こ

の
逸
話
は
当
時
、
か
な
り
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
中
唐
•
李
賀

に
こ
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
「
椴
龍
吟
歌
」
（
巻
三
九
四
）

と
い
う
詩
が
あ
り
、
そ
の
冒
頭
で
は
「
石
軋
銅
杯
、
吟
詠
枯
痒
（
石

銅
杯
に
軋
ら
せ
、
吟
詠
枯
痒
す
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
李

賀
の
詩
句
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
な
ら
、
僧
侶
は
石
の
よ
う
な
も

の
で
銅
器
の
面
を
こ
す
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
摩
擦
音
を
生
み
出
し
、

龍
吟
を
模
倣
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
或
い
は
、
石
の
上
で

銅
器
を
こ
す
り
鳴
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
。

山
寺
の
僧
侶
が
編
み
出
し
た
そ
の
技
は
、
や
が
て
秦
僧
に
よ
っ

て
、
餃
然
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
序
文
の
興
味
深
い
点
は
、

単
な
る
逸
話
の
紹
介
に
終
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
序
の

後
半
部
で
は
、
餃
然
自
身
が
、
童
児
に
龍
吟
の
再
現
法
を
習
得
さ

せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
餃
然
が
聞
き

得
た
そ
の
龍
吟
の
音
は
、
「
清
笛
」
を
超
え
る
ほ
ど
清
冽
な
も
の
で

あ
り
、
ま
た
「
細
風
」
に
も
増
し
て
し
な
や
か
に
聰
き
渡
る
も
の

で
あ
っ
た
（
詩
の
本
文
に
「
塞
亮
掩
清
笛
、
榮
逍
凌
細
風
（
塞
亮

た
る
こ
と
清
笛
を
掩
ひ
、
榮
追
た
る
こ
と
細
風
を
凌
ぐ
）
」
と
見
え

る
）
（
汁
17)°

序
文
の
最
後
に
餃
然
の
行
為
を
謗
る
者
が
い
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
餃
然
は
そ
の
よ
う
な
批
判
を
は
ね
の
け

て
ま
で
、
こ
の
音
を
「
嬉
娯
」
し
（
遊
び
楽
し
み
）
、
龍
吟
と
い
う

音
の
世
界
を
身
辺
に
創
り
出
す
こ
と
に
執
心
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
右
の
序
文
を
踏
ま
え
つ
つ
、
改
め
て
硬
質
物
の

衝
突
音
を
詠
ん
だ
先
の
詩
句
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
椀
を
す
り

鳴
ら
す
こ
と
で
龍
吟
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
、
山
寺
の
僧
侶
、
秦

僧
及
び
餃
然
。
そ
し
て
、
奇
石
や
硯
を
打
ち
鳴
ら
し
て
「
砕
玉
」

や
「
寒
玉
」
の
音
を
感
受
し
た
牛
僧
襦
や
白
居
易
、
劉
萬
錫
。
「
要
」

す
る
こ
と
で
生
じ
る
音
と
、
叩
く
音
と
は
厳
密
に
は
別
種
の
も
の

だ
ろ
う
が
、
両
者
の
間
に
は
、
音
声
に
対
す
る
あ
る
共
通
す
る
態

度
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
と
も
に
、
硬
質
物
を
用
い
て

手
ず
か
ら
音
声
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で

あ
る
。
餃
然
ら
が
碗
を
す
り
鳴
ら
し
た
の
が
龍
吟
を
再
創
造
す
る

た
め
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
牛
僧
播
や
白
居
易
、
劉
萬
錫
ら
は
、

身
辺
に
あ
る
器
物
を
叩
く
こ
と
で
、
自
ら
の
美
的
感
覚
に
か
な
う

「
砕
玉
」
や
「
寒
玉
」
の
音
の
世
界
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聴
覚
を
め
ぐ
る
感
性
や
意
識
の
な
か

に
‘
―
つ
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

即
ち
、
中
唐
期
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
音
声
は
た
だ
外
界
か

ら
受
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
創
出
し
う

る
も
の
へ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
物
を
叩
い
て
音
を
態
か
せ
る
と
い
う
行
為
、
及
び
そ
の

記
述
自
体
は
、
何
も
中
唐
期
に
至
っ
て
始
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
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な
い
。
た
と
え
ば
、
『
荘
子
』
「
至
梨
篇
」
に
は
、
「
荘
子
妻
死
、

恵
子
弔
之
。
荘
子
則
方
箕
鋸
鼓
盆
而
歌
（
荘
子
の
妻
死
し
、
恵
子

之
を
弔
ふ
、
荘
子
則
ち
方
に
箕
眠
し
て
盆
を
鼓
ち
て
歌
ふ
）
」
と
あ

り
、
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
「
離
俗
覧
．
學
難
」
に
も
、
「
宵
戚
飯
牛

く
ら

居
車
下
、
望
桓
公
而
悲
、
撃
牛
角
疾
歌
（
宵
戚
牛
に
飯
は
せ
て
車

下
に
居
り
、
桓
公
を
望
み
て
悲
し
み
、
牛
角
を
撃
ち
て
疾
歌
す
）
」

と
い
う
有
名
な
逸
話
が
見
え
る
。
荘
子
は
「
盆
」
を
、
宵
戚
は
「
牛

角
」
を
打
ち
鳴
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
硬
質
物
を
叩
く

こ
と
に
言
及
し
た
逸
話
は
、
中
国
に
は
古
来
数
多
く
あ
る
（
注
18)0

だ
が
そ
れ
ら
の
例
で
は
、
概
ね
、
歌
の
伴
奏
の
た
め
に
物
が
叩
か

れ
、
音
が
発
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
そ
の
音
声

は
、
歌
（
も
し
く
は
歌
に
寄
託
さ
れ
た
志
、
精
神
）
に
半
ば
従
属

す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、

石
を
打
っ
て
、
「
試
み
に
叩
け
ば
錯
然
と
し
て
清
律
に
應
ず
」
（
餃

然
）
、
「
鰹
辮
と
し
て
玉
韻
聡
こ
ゆ
」
（
劉
萬
錫
）
、
な
ど
と
詠
じ
た

中
唐
詩
人
の
感
性
の
特
質
は
い
っ
そ
う
際
立
つ
。
彼
ら
は
純
粋
に
、

妙
な
る
音
の
世
界
を
楽
し
む
た
め
に
、
物
を
打
ち
鳴
ら
す
の
で
あ

る。
衝
突
音
が
詩
材
と
し
て
広
く
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

単
に
音
へ
の
嗜
好
が
変
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

音
声
と
い
う
聴
覚
的
刺
激
に
対
し
て
貪
欲
に
な
っ
た
結
果
、
身
近

に
あ
る
も
の
を
試
み
に
叩
き
、
の
世
界
を
自
ら
創
り
出
す
こ
と

嵌
峻
嵩
石
哨

餃
潔
伊
流
清

立
為
遠
峯
勢

激
作
寒
玉
整

白
居
易
や
劉
萬
錫
、
餃
然
ら
は
、
硬
質
物
を
用
い
る
こ
と
で
、

美
玉
や
龍
吟
の
音
に
も
等
し
い
聴
覚
的
世
界
を
、
自
己
の
周
囲
の

空
間
に
生
み
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
類
す
る
行
為
と
し
て
、
本
稿

が
最
後
に
触
れ
た
い
の
は
、
庭
園
の
造
営
に
お
け
る
音
環
境
の
創

出
で
あ
る
。
次
の
白
居
易
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。

嵌
峻
と
し
て
嵩
石
蛸
た
り

餃
潔
と
し
て
伊
流
清
し

立
ち
て
遠
峯
の
勢
を
為
し

な

激
し
て
寒
玉
の
特
を
作
す

こ
の
詩
の
題
は
、
「
亭
西
賭
下
伊
渠
水
中
、
置
石
激
流
、
踏
援

成
韻
、
頗
有
幽
趣
、
以
詩
記
之
（
亭
西
の
脇
下
の
伊
渠
水
中
に
、

石
を
置
き
流
れ
を
激
し
、
踏
援
と
し
て
韻
を
成
さ
し
む
、
頗
る
幽

趣
有
り
、
詩
を
以
て
之
を
記
す
）
」
（
巻
三
六
）
。
右
に
挙
げ
た
の

は
そ
の
冒
頭
の
四
句
で
あ
る
。

小
結
ー
|
庭
園
の
音
ー
|

に
、
関
心
が
向
け
ら
れ
だ
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
翻
っ
て
言
え

ば
、
聴
覚
的
刺
激
へ
の
飽
く
な
き
欲
求
が
、
身
辺
の
硬
質
物
を
叩

く
と
い
う
行
為
に
詩
人
た
ち
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
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詩
題
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
白
居
易
は
、
洛
陽
の
自
邸
を

流
れ
る
伊
水
の
分
流
に
石
を
置
き
、
水
の
音
を
よ
り
激
し
い
も
の

へ
と
変
え
た
。
「
嵩
石
（
嵩
山
の
石
）
」
に
「
伊
流
（
伊
水
の
流
れ
）
」

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
音
は
、
本
稿
が
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
衝
突
音
の
一
種
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
音
楽
の
な
か
に
「
玉
」

や
「
沐
」
、
「
竹
」
、
「
刀
槍
」
な
ど
の
衝
突
音
を
感
じ
取
っ
て
い
た

白
居
易
は
、
自
ら
の
居
住
空
間
に
ま
で
衝
突
音
を
創
出
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
「
寒
玉
の
啓
」
を
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
白
居
易

に
は
右
に
挙
げ
た
例
以
外
に
も
、
「
雇
人
栽
菌
苗
、
買
石
造
踏
没
（
人

を
雇
ひ
て

i

函
酋
を
栽
え
、
石
を
買
ひ
て
漑
没
を
造
る
ご
（
「
西
街

渠
中
、
種
蓮
昼
石
、
頗
有
幽
致
、
偶
題
小
棲
」
巻
三
一
）
、
「
渠
口

添
新
石
、
…
…
誰
解
愛
踏
没
（
渠
口
に
新
石
を
添
ふ
、
…
…
誰
か
解

＜
踏
援
を
愛
せ
ん
や
）
」
（
「
間
居
自
題
戯
招
宿
客
」
巻
三
六
）
な

ど
と
い
っ
た
詩
句
が
あ
る
。
彼
が
置
石
に
よ
っ
て
水
流
の
音
を
際

立
た
せ
る
こ
と
に
、
極
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ

{？ 

と
こ
ろ
で
、
白
居
易
の
詩
歌
に
し
ば
し
ば
見
え
る
、
こ
の
よ
う

な
音
環
境
の
整
備
・
創
出
は
、
従
来
、
彼
特
有
の
行
為
と
し
て
理

解
さ
れ
て
き
た
（
礼
19)°

だ
が
、
白
居
易
の
こ
の
置
石
と
い
う
行
為

も
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
、
中
唐
期
に
お
け
る
聴
覚
的
感

性
の
志
向
、
即
ち
、
音
声
に
よ
る
刺
激
を
貪
欲
に
追
求
し
よ
う
と

す
る
意
識
の
高
ま
り
全
体
の
な
か
で
、
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
置
石
に
よ
る
音
の
創
出
に
つ
い
て
述
べ
た
例
は
、
確
か

に
白
居
易
以
外
の
詩
人
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
庭
園
内
に

水
流
の
音
を
招
じ
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
唐
期
の
他
の
詩

人
た
ち
に
も
そ
の
言
及
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
韓
絣
「
家
兄
自
山

南
罷
蹄
猷
詩
叙
事
」
（
巻
二
四
五
）
に
「
概
中
噺
款
段
、
階
下
引
踏

援
（
概
中
噺
く
こ
と
款
段
た
り
、
階
下
引
き
て
摺
没
た
り
）
」
、

慮
綸
「
観
衷
修
侍
郎
派
新
池
」
（
巻
二
七
九
）
に
「
引
水
香
山
近
、

穿
雲
復
遠
林
。
線
聞
籠
外
響
‘
已
覺
石
邊
深
（
水
を
引
き
て
香
山

に
近
く
、
雲
を
穿
ち
て
復
た
林
を
逸
る
。
綾
か
に
籠
外
に
響
く
を

聞
き
、
已
に
石
邊
に
深
き
を
覺
ゆ
）
」
、
韓
察
「
和
張
相
公
太
原
山

亭
懐
古
詩
」
（
巻
三
六
六
）
に
「
為
山
想
巖
穴
‘
引
水
隠
漏
援
（
山

を
為
し
て
巖
穴
を
想
ひ
、
水
を
引
き
て
踏
汲
を
聴
く
）
」
と
い
っ
た

詩
句
が
見
え
る
。
白
居
易
の
「
置
石
激
流
」
も
、
こ
れ
ら
の
延
長

線
上
に
位
置
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

造
園
に
お
け
る
音
環
境
の
創
出
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
中
唐

期
を
―
つ
の
画
期
と
し
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)

『
詩
経
』
に
見
ら
れ
る
聴
覚
表
現
に
つ
い
て
は
、
田
中
正
樹
「
中
国

の
聴
覚
ー
—
中
国
文
化
に
於
け
る
聴
覚
の
使
用
に
関
す
る
一
考
察
ー

注
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一
九
九
六
年
）
参

|
」
（
『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
十
八
集

照。

(
2
)
『
日
本
中
國
学
會
報
』
第
五
十
六
集
二

0
0
四
年
。

(
3
)
白
詩
の
引
用
は
、
『
白
居
易
集
箋
校
』
（
朱
金
城
箋
校
上
海
古
籍
出

版
社
一
九
八
八
年
）
を
底
本
と
し
た
。
巻
数
の
後
に
示
し
た
の
は
、

そ
の
詩
が
主
題
と
す
る
楽
器
、
楽
曲
等
で
あ
る
。

(
4
)
な
お
白
居
易
の
詩
歌
に
は
、
ほ
か
に
も
音
楽
を
硬
質
物
の
音
に
よ

っ
て
表
し
た
、
「
鐵
繋
珊
瑚
―
雨
曲
、
泳
笥
玉
盤
千
萬
替
」
（
「
五
絃
弾

悪
鄭
之
奪
雅
也
」
巻
三
《
五
絃
琵
琶
》
）
、
「
四
絃
不
似
琵
琶
替
‘
乱

窃
真
珠
細
撼
鈴
」
（
「
春
聴
琵
琶
兼
簡
長
孫
司
戸
」
巻
一
七
《
琵
琶
》
）
、

「
清
緊
如
敲
玉
‘
深
園
似
轄
黄
」
（
「
題
周
家
歌
者
」
巻
二
六
《
歌
》
）
、

「
舞
妙
艶
流
風
、
歌
清
叩
寒
玉
」
（
「
遊
平
泉
宴
氾
澗
宿
香
山
石
棲
贈

座
客
」
巻
三
六
《
歌
〉
〉
）
、
と
い
っ
た
詩
句
が
あ
る
。

(
5
)

元
詩
の
引
用
は
、
『
元
横
集
』
（
梃
勤
黙
校
中
華
書
局
一
九
八
二

年
）
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
元
積
の
詩
歌
に
は
、
こ
の
「
琵
琶
歌
」

以
外
に
も
音
楽
を
硬
質
物
の
発
す
る
音
に
よ
っ
て
喩
え
た
詩
句
が
あ

り
、
「
華
原
磐
」
（
巻
二
四
《
磐
》
）
に
「
鰹
金
夏
悲
徒
相
雑
、
投
玉
敲

沐
杏
然
零
」
、
「
五
弦
弾
」
（
巻
二
四
《
五
絃
琵
琶
》
）
に
「
千
靱
嗚
鏑

検
胡
弓
、
萬
片
清
球
撃
虞
廟
」
と
あ
る
。

(
6
)
元
白
以
前
の
数
少
な
い
先
例
と
し
て
は
、
露
應
物
「
五
弦
行
」
（
巻

一
九
五
《
五
絃
琵
琶
》
）
に
「
古
刀
幽
磐
初
相
隅
、
千
珠
貰
断
落
寒
玉
」
、

顧
況
「
李
供
奉
弾
空
僕
歌
」
（
巻
二
六
五
《
空
僕
》
）
に
「
替
清
冷
冷

鳴
索
策
、
垂
珠
砕
玉
空
中
落
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
（
以
下
、
特
に

注
記
し
な
い
限
り
、
唐
代
の
詩
の
引
用
は
全
て
『
全
唐
詩
』
[
中
華
書

局
排
印
版
一
九
六

0
年
]
に
よ
り
、
詩
題
の
後
に
そ
の
巻
数
を
示
し

た
）
。
「
珠
」
の
落
下
音
を
用
い
た
白
居
易
「
琵
琶
引
」
の
「
大
珠
小

珠
玉
盤
に
落
つ
」
と
い
う
詩
句
も
、
尊
應
物
や
顧
況
の
詩
句
を
承
け

て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
葬
應
物
・
顧
況
の
詩
句
と

異
な
り
、
白
居
易
は
「
玉
盤
」
の
形
象
を
用
い
る
こ
と
で
「
珠
」
の

落
下
音
を
際
立
た
せ
て
お
り
、
よ
り
意
識
的
に
硬
質
物
の
衝
突
音
が

描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
（
な
お
「
珠
」
の
落
下
音
を
用
い
た

こ
れ
ら
の
音
楽
描
写
は
、
音
楽
を
「
珠
」
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
捉
え

た
、
『
證
記
』
「
楽
記
」
の
「
歌
は
…
…
槃
槃
乎
と
し
て
端
し
き
こ
と

貫
珠
の
如
し
」
と
い
う
記
述
を
援
用
し
て
な
さ
れ
た
も
の
）
。

(
7
)
金
属
や
玉
な
ど
硬
い
物
質
の
衝
突
音
が
、
中
唐
期
に
盛
ん
に
音
楽

描
写
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
木
愛
「
白

居
易
の
音
楽
描
写
の
土
壌
」
（
『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
一
七
号
二

O

0
六
年
）
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
。

そ
そ

(
8
)

張
祐
の
詩
句
は
、
白
居
易
の
詩
句
「
乱
り
に
真
珠
を
窟
ぎ
細
か
に

鈴
を
撼
か
す
」
（
「
春
聴
琵
琶
兼
簡
長
孫
司
戸
」
前
掲
、
注

4
)
や
「
泳

そ
そ

は
玉
盤
に
宮
ぐ
千
萬
聟
」
（
「
五
絃
弾
」
前
掲
、
注

4
)
を
、
ま
た

膵
能
の
詩
句
は
、
同
じ
く
白
居
易
の
「
鐵
は
珊
瑚
を
撃
つ
一
雨
曲
」

（
「
五
絃
弾
」
）
を
、
恐
ら
く
意
識
的
に
踏
襲
し
た
も
の
。
な
お
、
晩

唐
期
の
詩
歌
の
音
楽
描
写
に
は
、
ほ
か
に
も
音
楽
を
硬
質
物
の
音
に
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よ
っ
て
表
し
た
、
「
又
似
鮫
人
為
客
罷
、
進
涙
成
珠
玉
盤
潟
。
碧
珊
瑚

砕
震
澤
中
、
金
銀
錨
撼
組
山
下
」
（
呉
融
「
贈
李
長
史
歌
」
巻
六
八
七

雇
管
》
）
、
「
水
泉
逝
潟
急
相
績
、
一
束
宮
商
裂
寒
玉
」
（
王
穀
「
吹

笙
引
」
巻
六
九
四
《
笙
》
）
、
「
一
弾
決
破
真
珠
嚢
‘
逃
落
金
盤
整
断
瑣
」

（
牛
生
「
琵
琶
行
」
巻
七
七
六
《
琵
琶
》
）
、
な
ど
の
詩
句
が
あ
る
。

(
9
)
玉
の
音
に
対
す
る
言
及
は
経
書
の
な
か
に
も
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
、

『
證
記
』
「
玉
藻
」
に
は
、
「
古
之
君
子
必
侃
玉
。
右
徴
角
、
左
宮
羽
゜

趨
以
采
齊
、
行
以
騨
夏
。
周
還
中
規
、
折
還
中
矩
。
進
則
揖
之
、
退

則
揚
之
。
然
後
玉
朗
鳴
也
。
故
君
子
在
車
、
則
聞
鷲
和
之
替
、
行
則

鳴
傾
玉
、
是
以
非
辟
之
心
、
無
自
入
也
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
玉

（
倶
玉
）
は
君
子
が
常
に
身
に
帯
び
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
響

き
は
聞
く
者
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
律
し
、
「
非
辟
の
心
」
が
生
じ
る

の
を
防
ぐ
機
能
ま
で
も
備
え
て
い
た
。

(10)
六
朝
期
の
詩
歌
の
引
用
は
、
以
下
、
全
て
逸
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢

魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
中
華
書
局
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

(11)
摯
虞
の
詩
と
『
文
心
雌
龍
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る
、
「
玉
振
」
及
び

「
振
玉
」
の
語
は
、
『
孟
子
』
「
萬
章
下
」
に
「
孔
子
之
謂
集
大
成
。

集
大
成
也
者
、
金
智
而
玉
振
之
也
。
金
習
也
者
、
始
條
理
也
。
玉
振

之
也
者
、
終
條
理
也
」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
そ
こ
で
は
孔
子
の
聖

徳
が
玉
器
（
磐
な
ど
の
打
楽
器
）
の
音
に
比
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
孟

子
』
の
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
、
玉
器
の
音
は
、
黄
重
な
言
葉
、
優
れ

た
弁
舌
の
比
喩
と
し
て
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

(12)

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
、
孟
郊
と
飽
溶
の
詩
句
は
、
風
に
よ
り
竹
同

士
が
ぶ
つ
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
音
で
は
な
く
、
激
し
い
風
が
竹
を
打

つ
音
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
場
合
も
、

空
間
を
吹
き
抜
け
る
風
は
一
定
の
重
さ
や
硬
さ
を
備
え
る
の
で
あ
る

か
ら
、
互
い
に
硬
質
な
も
の
の
衝
突
に
よ
り
生
じ
た
音
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
風
が
吹
き
抜
け
る
音
そ
の
も
の
を
硬

質
物
の
音
に
喩
え
た
例
と
し
て
は
、
孟
郊
「
秋
懐
其
八
」
（
巻
三
七

五
）
に
「
歳
暮
景
氣
乾
、
秋
風
兵
甲
替
」
と
あ
る
。

(
1
3
)晩
唐
•
羅
隠
「
竹
」
（
巻
六
六
四
）
に
「
緬
外
清
陰
接
築
闇
、
眺
風
交

嬰
碧
瑕
奸
」
、
無
名
氏
「
琵
琶
行
」
（
巻
七
八
五
）
に
「
珊
瑚
鞭
折
替

交
要
、
玉
盤
傾
潟
真
珠
滑
」
、
無
名
氏
「
斑
竹
」
（
巻
七
八
五
）
に
「
交

要
敲
敲
無
俗
替
、
満
林
風
曳
刀
槍
横
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
。
こ
れ

ら
の
う
ち
、
羅
隠
及
び
無
名
氏
（
「
斑
竹
」
）
の
詩
句
も
、
竹
の
衝
突

音
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
。

(14)

な
お
白
居
易
に
は
、
詩
歌
の
音
律
を
氷
の
音
で
喩
え
た
、
「
沐
担
替

つ
ら

替
冷
、
珠
排
字
字
園
（
沐
は
担
か
れ
て
替
替
冷
た
く
、
珠
は
排
な
り

ま
ど

て
字
字
園
か
な
り
）
」
（
「
江
棲
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻
」
巻
一
七
）

と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
白
居
易
が
音
楽
や
音
律
を
、
氷
の
比
喩
に
よ

っ
て
表
し
た
の
は
、
彼
が
そ
れ
ら
を
聴
覚
の
み
な
ら
ず
、
冷
覚
を
も

刺
激
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
拙
稿
「
白
居
易

の
詩
歌
に
お
け
る
音
楽
描
写
と
「
通
感
」
ー
ー
あ
る
い
は
知
覚
を
め

ぐ
る
美
意
識
の
諸
相
に
つ
い
て
1

」
(
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
七
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号

二

0
0六
年
）
参
照
。

(15)

五
代
・
王
仁
裕
『
開
元
天
育
遺
事
』
に
「
岐
王
宮
中
於
竹
林
内
懸
砕

玉
片
子
、
毎
夜
聞
玉
片
子
相
隅
之
智
、
即
知
有
風
、
競
為
占
風
鐸
」

と
あ
る
。

(16)
な
お
、
衝
突
の
音
が
詩
人
た
ち
の
注
目
を
集
め
た
背
景
の
一
っ
と

し
て
、
唐
代
に
お
け
る
打
楽
器
の
流
行
が
指
摘
し
う
る
。
唐
代
に
は
、

翔
鼓
や
方
響
、
撃
甑
な
ど
多
様
な
打
楽
器
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
音

楽
を
詩
歌
に
詠
ん
だ
詩
人
も
少
な
く
な
い
。

(17)

「
要
銅
椀
為
龍
吟
歌
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
逸
僧
要
碗
為
龍

吟
、
世
上
未
曾
聞
此
音
。
一
従
太
尉
房
公
賞
、
遂
使
秦
人
偲
至
今
。

初
夏
徐
徐
替
漸
顕
、
栗
音
不
管
何
人
朔
。
似
出
龍
泉
萬
丈
底
、
乍
怪

臀
束
近
而
遠
。
未
必
全
由
要
者
功
、
真
生
虚
無
非
碗
中
。
塞
亮
掩
清

笛
、
禁
迎
凌
細
風
。
遥
聞
不
断
在
煙
抄
、
萬
頼
無
贅
天
境
空
。
乍
向

天
台
宿
華
頂
、
秋
宵
一
吟
更
清
逍
。
能
令
聴
者
易
常
性
、
憂
人
忘
憂

躁
人
静
。
今
日
鰹
鐘
江
上
聞
、
鮫
蛾
奔
飛
如
得
群
。
狩
過
陰
嶺
恐
成

雨
、
響
駐
晴
天
賭
起
雲
。
坐
束
吟
盛
空
江
碧
、
卸
尋
向
者
聴
無
迩
°

人
生
萬
事
将
此
同
、
暮
賤
朝
榮
動
成
還
寂
」
。

(18)

た
と
え
ば
、
『
周
易
』
「
離
」
に
「
九
三
、
日
戻
之
離
、
不
鼓
缶
而

歌
、
則
大
露
之
嵯
、
凶
」
、
『
荘
子
』
「
山
木
篇
」
に
「
孔
子
窮
於
陳
察

之
間
、
七
日
不
火
食
。
左
披
稿
木
、
右
撃
稿
枝
、
而
歌
姦
氏
之
風
、

有
其
具
而
無
其
敷
、
有
其
替
而
無
宮
角
、
木
替
輿
人
替
、
梨
然
有
嘗

於
人
心
」
、
『
世
説
新
語
』
「
豪
爽
篇
」
に
「
王
虚
仲
毎
酒
後
、
輛
詠
、

『
老
験
伏
概
、
志
在
千
里
。
烈
士
暮
年
、
壮
心
不
已
』
。
以
如
意
打
唾

壺
、
壺
口
盛
鋏
」
と
あ
る
。

(19)

埋
田
重
夫
「
白
居
易
「
池
上
篇
」
考

I
水
辺
の
時
空
と
閑
適
の

至
境

I
」
(
『
白
居
易
研
究
ー
ー
閑
適
の
詩
想
』
汲
古
書
院
二

0
0

六
年
。
『
白
居
易
研
究
年
報
』
創
刊
号
二

0
0
0年
初
出
）
、
中
純
子

「
白
居
易
の
詩
に
見
え
る
音
の
世
界
」
（
『
詩
人
と
音
楽
ー
ー
＇
記
録
さ

れ
た
唐
代
の
音
』
知
泉
書
館
二

0
0
八
年
。
『
白
居
易
研
究
年
報
』

第
四
号
二

0
0
三
年
初
出
）
参
照
。
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